
平成21年１月13～16日の４日間、インドネシアのバ

ンドンにおいて開催された「OIE Workshop on Vaccine

Quality and GLP in ASEAN Countries」に演者として参

加するとともに、ASEAN諸国における動物用ワクチン

の品質確保等の現況に関する有用情報の収集に努めた

ので、その概要を報告する。

１．本会議の目的

本会議は、OIEが主催した動物用ワクチンに関する

会議で、ASEAN諸国の規制当局及び業界関係並びに

OIE本部及びアジア太平洋地域事務局、JICA専門家等

40名以上が集まった会議である。OIEはアジア太平洋

地域のための活動として９項目のプログラムを掲げて

おり、その中に「The standardization of veterinary bio-

logics used in Asia and the Pacific in harmonization of

control methods and techniques」があり、今般の会議

は、その活動の一つとして、ワクチン品質管理とGLP

について討議するものであった。

２．会議の概要

ASEAN10カ国からそれぞれ１～２名ずつ、さらに演

者としてはOIE本部より２名、インドネシアの学界よ

り１名、インドネシア国動物医薬品検査所より１名及び

当所からの２名が参加した。

４日間にわたる本ワークショップは、以下に示す５

つのセッションと２つのフィールド・トリップで構成

された。

（1）Session 1: General introduction

このセッションでは、インドネシア国動物医薬品検

査所のDr. IG Agung Gde Anomがインドネシアの畜産

及び家畜衛生並びに動物用医薬品の品質管理等の概要

を、インドネシア国動物医薬品検査所のDr. Agus

Heriyantoが動物用ワクチンに関するASEAN基準の背

景及び目的を説明した。その後、O I E本部のD r .

Franciis DiazとDr. Michel Lombardがワクチン製造に関

するOIE基準について説明し、最後に当所の嶋hが

VICHについて説明した。

（2）Session 2: Quality control of vaccine 

このセッションでは、当所の守岡が日本のGMP制度

及びGLP制度について、インドネシアのガジャマダ大

学のProf. Dr. Widya Asmaraがワクチン中に含まれる微

生物に着目したワクチン製造におけるインドネシアの

基準について説明した。

（3）Session 3: Country reports

ASEAN各国が、それぞれの国における動物用ワクチ

ンに係るGMP制度及びGLP制度の導入について説明を

行った。各国により動物用ワクチンに係る実情は非常

に異なっていたが、ほとんどの国が動物用ワクチンを
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